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「脳・心臓疾患/精神障害等処理経過簿システム」に係る今後の入力の際の注

意点について

平成 23年 12月 26日付け基発 1226第 1号「心理的負荷による精神障

害の認定基準についてJ(以下「認定基準」という)の発出日以降に決定する事

案に係る「脳・心臓疾患/精神障害等処理経過簿システムJ(以下「処理経過簿

システムJという。)の入力にあたっては、当面の問、下記の点にご留意いただ

くようお願いします。

日】きロ

1 備考欄の記載

(1)精神障害事案の備考欄 1の記載について(別添1の項目 44参照)

精神障害事案の備考欄1には、従来 f心理的負荷の強度」、「総合評価j

及び「出来事コードJを入力することとしていましたが、今後は、「総合評

価j、「出来事コード」及び「医学意見Jを入力してください。

「医学意見」の入力に当たっては、主治医意見による判断を行った事案

については①、専門医意見による判断を行った事案については②、専門部

会意見による判断を行った事案については③を入力してください。なお、

出来事コードの入力については下記2を参照してください。

(2)発病後の悪化について業務上と認めた事案について

発病後の悪化について業務上と認めた事案については、備考欄 3に「発



病後の悪化」と入力してください。

2 出来事コード表の変更

別添2のとおり、処理経過簿システムの出来事コード表を認定基準の別表

1 r業務による心理的負荷評価表j に対応させたので、出来事コードの入力

は、これに従って行ってください。

3 その他

上記1及び2以外に、処理経過簿システムに係る入力の際の注意点に変更

はないので、引き続き、別添1に留意の上、入力を行ってください。

なお、認定基準の発出前に支給・不支給決定を行った事案については、従

前どおりの入力方法で入力してください。

処理経過簿システムの入力にあたり不明な点がある場合は、職業病認定業務

第一係までご連絡《ださい。

(連絡先 03-5253-1111 内線5572)



平成23年度脳・心臓疾患/精神障害等処理経過簿システム入力の際の注意点

(H23. 12.26以降に決定する輔神障害事案についての注意点)

(1)入力全般に係る注意点

-各項目への入力の際には、必ず直接入力かリストからの選択入力を行うこと.
(コピー・貼り付け処理は行わない}

入力事案を削除する場合I主、削除フラグ入力により行うこと。具体的な手順はシステム操作マニュアルのP31-P34参照。
{入力項目を個別に削除していっても、事案そのものは削除できない)、

下記(2)で入力内容、入力(選択)倒、注意点が着色されている欄は、重要入力項目であるので.特に注意して入力を行うこと。

'審査請求事案の取治決定等により再度処分を行った事実i立、再度の入力l主行わないこと。

自由聞はスラッシュr/jを入れる.

~II 添 1

医揖法人.財団法人、社会福祉法人、宇枝
国立犬宇法人、社団法人等

る場合1;):，本省



項目 入力向車 入力(選択]倒 注意点等

20軍葺給付

21休業給付
直詰接求入力禁止該当する請求内容を選択 遺族

人から提出された諸求向容を選択する.
22障害給付

23遺族給付

24速報受付 監督署からの速報畳付日を入力 2010/04/01 
H22ノ'04/01

25局署協議(初回) 島署の初回協議日吾入力
2010/04/01 
H22/04ノ'01

26局署協諸(畳終) 局署由量終協議日をλカ
2010/04/01 

事半案角入の進力行、年状月況目管白理問のはたスめラのッ日シ付ュr入/力」欄を入れる。
H22.!04/01 

27部会合謡 精部神会田み 2010/04/01 
の開催日を入力 H22ノ04/01

28本省協議 本省協議を行った場吉の田村を入力
2010/04/01 
H22./04/01 

必ず入力年合、年度i立月向、項自田由目日3聞付0はをのス入処ラ力分ッす結シるュ果.「も/空」を白入となれるる'.
2010/04/01 自決定年月日 決定年月日を入力
H22ノ04/01 空半角自入由場力

3' T結果 決こ「宣と定給年Jf月不日支が給入Jf力取さ下れ等てjいる場合はのいずれかが選択されている 支給 直原が接処晶っ入分た力に場お禁合止けでるも担、分処結分果結を果選1ま択茸す更るしこなとい{審こ査と請.)求.等による取;閣

直脳精接心神入はは力葺止31処分号 r支給j由場合由み処分号を選択 g rlJXはr8J
flJ又はf'Jを韮択する.

臨む由み

32 認定要件
認処重J定分の要号い件がずを印れ入号か力」がの選場合択さl玄れ、て「異い常るJこ.fと矩期l一過重』司『畏一期一過一

長期過重 ~ 直項接目3入1力が禁f8止号JO)lIa.O-riKJi 一 一千 戸 一の場合、必ず選択する.

33評価期間 評価期聞を選択 6 直項接目入力禁止 | 
34で入力する時間外労働時間数回評価期間を選択する。

34 平(λ均カ時欄間)外労働時間数 事実認定r時し間た』時、下間段外に労r働分時Jを間入散力を入力
上段に 98.00 

35疾患名(請求時) 請求時の疾患名を入力 心筋梗塞 筒求書に記草されている疾病苦入力する.

脳，r，のみ
直項接目入35力の禁疾止患者(請求時比疾患部位の区分が一致していること.36 !iii'虚血症患区分 請求時田脳・虚血性区分を選択

虚血性心疾患等

組止決定時由串患者をλ力 心筋梗塞 疾患名(請求時)由項目と異なる場合!立、誤りがないか確認する.

37疾患名(法定時)

0X うFつ32揖うエつピ病ソエーピドソード盤主主・決定時の在患者を入力

と入不.力支す給る決B 定事案で疾患者が確留できなかった場合は『不明」と
る.

また、 rF32.0J等のICD-10の診断コードの入力は省略し、喪
患者のみ入力する。



付け事務連絡に基づき.雇用静椙田
右目λカ倒からいずれか一つ、入力すること

精神事車で自殺未遂の場合に

プル

(決定年月

出来事コードは別添21こ基づき、必ず入力

主たる出来事一つに絞り、出来

付け事務連絡を参照

選択項目が異なる.

選択項目が異なる。



参 考

「脳心・精神障害等処理経過措入力マニュアルJと処理経過購入力フォーマットの項目番号対照車
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別添 2
出来事コード一覧表(1)

出来事の類型 具体的な出来事 コード

回事故や災害の体験 (重度の)病気やケガをした 010 

悲惨な事故や災害の体験、目撃をした 020 

回仕な事責の失敗、生過等重
任の発

業務に関連し、重大な人身事故、重大事故を起こした 030 

|全社の経営に影響するなどの重大な仕事上のミスをし 040 

会社で起きた事故、事件について、責任を悶われた 050 

自分の関係する仕事で多額の損失等が生じた 060 

業務に関連し、違法行為を強要された 070 

達成困難なノルマが課された 080 

ノルマが達成できなかった 090 

新規事業の担当になった.会社の建て直しの担当になった 100 

顧客や取引先から無理な注文を受けた 110 

顧客や取引先からクレームを受けた 120 

大きな説明会や公式の場での発表を強いられた 130 

上司が不在になることにより、その代行を任された 140 

回仕事の量・質 仕事内容・仕事量の〈大きな)変化を生じさせる出来事が
あった 150 

1か月に80時間以上の時間外労働を行った 160 

2週間以上にわたって遠続勤務を行った 170 

勤務形態に変化があった 180 

仕事のベース、活動の変化があった 190 

囚役害IJ・地位の変化等 退職を強要された 200 

配置転換があった 210 

、 転勤をした 220 

複数名で担当していた業務を1人で担当するようになった 230 

非正規社員であるとの理由等により、仕事上の差別、不利
240 益取扱いを受けた

自分の昇格・昇進があった 250 

部下が減った 260 

早期退職制度の対象となった 270 

非正社員である自分の契約満了が追った 280 

国対人関係 (ひどい)嫌がらせ、いじめ、又は暴行を受けた 290 

上司とのトラブルがあった 300 

同僚とのトラブルがあった 310 

部下とのトラブルがあった 320 

理解してくれていた人の異動があった 330 

上司が替わった 340 

同僚等の昇進・昇格があり、昇進で先を越された 350 

(注)具体的出来事に合致せず、類推した場合には、末尾の rOJを r9Jに変更し3桁のコードにすること。



別添 2
出来事コード一覧表 (2)

出来事の類型 具体的な出来事 コード

国セウシュアルハラスメント セウシュアルハラスメントを受けた 360 

特別な出来事 特別な出来事の類型 コード

回特別な出来事 心理的負荷が極度のもの 370 

極度の長時間労働 380 

(注)具体的出来事I、合致せす 、類推した場合には、末尾の fOJを f9jに変更し3有のコ ドにすること。

f 


